








































1891 年 5月 8日、横井は元尾張徳川藩士で歴史学者の横井時冬の長男として生まれる 8）。父の時冬は、
日本商業史研究の先駆者であり、経営史研究のなかでは大変有名な人物である 9）。時冬の生れは愛知で
24 歳の時に上京し、東京専門学校（現、早稲田大学）に入学。晩年は早稲田大学商学部の創設に尽力し、
1906 年 4 月 19 日、横井が 15 歳の時に 47 歳の若さで亡くなっている 10），11）。
横井は 6歳の頃から酒を飲み、煙草を吸い、これだけは時冬に叱られても警察官に叱られても治らな






1922 年に第 11 期牛込区区会議員に立候補し当選、複数期に渡って区会議員を務めた 16），17）。また 1929



















時の 1931 年には登山が大衆化したことを喜んでいる 31）。
3-4．野球との関わり


















1919 年の『野球界』9巻 6 号より、それまで主幹を務めていた小泉葵南にかわり横井が編集主幹を
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